
近隣史跡の紹介

　市ヶ谷橋は､市ヶ谷駅交差点の靖国通りとお濠を越えた新宿区の外堀通りを結ぶ橋

で、JR総武線の線路を跨ぐかたちで架かっています。橋の東側にはTVドラマの撮影

でよく使われる釣り堀があり、また、周辺には防衛省や大学があるなど、多くの人が行き

交っています。

　橋は、寛永13年（1636年）に始まった外堀の開削工事から同16年に修築された市ヶ

谷門（市ヶ谷駅前にあった城郭の要所に置かれた升形（ますがた）のある見附門）のこ

ろの寛永年間に架けられたといわれています。現在の橋は、昭和2年（1927年）の関東

大震災後の復興事業に伴い架設された、長さ36.4ｍ、幅15.6ｍのコンクリ－ト橋です。

一見するとお濠に架かる60ｍほどの長い橋に見えますが、長さの相違は、その半分ほ

どが堰としての役目を持っている橋台のためで、横から眺めると一目瞭然です。

　市ヶ谷門は明治4年（1871年）に道路拡張のため撤去されましたが、当時の石垣石

は、その一部が外堀通りの下に保存されているほか、日比谷公園（烏帽子石）でも見る

ことができます。また、「江戸見附写真帖」で、明治初期のころの市ヶ谷橋の様子を伺

い知ることができます。

参考文献
千代田区教育委員会「市ヶ谷橋」、「市ヶ谷御門橋台の石垣石」

（一社）千代田区観光協会●URL　 http://www.kanko-chiyoda.jp/tabid/764/Default.aspx
国立国会図書館デジタルコレクション「江戸見附写真帖」16/80ページ●URL　 http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/967160

市ヶ谷橋

写真１　市ヶ谷橋

写真２　外堀通りからの眺め
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梵字川渓谷（山形県鶴岡市）

　梵字川渓谷は、全長37.5Kmになる静かな清流です。春には青葉、秋には紅葉の彩りを見せ、

周辺には国道沿いのドライブインで休憩がてらに手軽に眺望できる「米の粉の滝」や、左が

赤、右が青という岩肌が独特な「アカクラアオクラ」など名所が多く、人気のスポットです。

　梵字川流域には弘法大師にまつわる伝説が数多く残されています。川の名前も、弘法大

使が川の流れに金色の梵字が書かれているフキの葉を見つけた事が由来と伝えられていま

す。弘法大使はこの川をたどっていけば大日如来の聖地に行けると考え、上流の湯殿山ま

で辿り着き開山したといわれています。弘法伝説には、弘法大使が旅人の安全を祈って地

蔵像を一晩で彫って安置したといわれる「相模の地蔵」や、その昔悪さをするカッパが住み

着き、弘法大師が懲らしめたといわれる「カッパ淵」などがあります。

　現在では、梵字川の名前の由来にあやかって、フキの葉形の紙に願い事を書き、「なびら

雪つり橋」から見えるハート型の岩に向かって願いを込めて投げ入れる「おまじない」を体

験することができます。

参考文献 ： 
・山形県観光情報ポータル　やまがたへの旅（http://yamagatakanko.com/）

・やまがた庄内観光サイト（http://www.mokkedano.net/spot/443）
・道の駅「月山」月山あさひ博物村（http://www.gassanasahi-hakubutsumura.co.jp/bonjigawa.html）

-表紙写真のご紹介-

アクセス

■鶴岡駅より田麦俣行バス「米の粉の滝ドライブイン」下車徒歩3分
                                   「月山あさひ博物村」下車徒歩1分
■庄内あさひICより車で約10分
■月山あさひICより車で約30分

梵字川渓谷
場所：山形県鶴岡市梵字川

表紙写真：山形県観光情報ポータル　やまがたへの旅（http://yamagatakanko.com/）
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